2014年度日本ITFテコンドー協会理事会議事録

2014年3月16日

参加者：金理事長　小山氏（豊永理事の代理）　高山理事　原田理事　佐々木理事　北澤幹事　岸
【本理事会による決定事項について】

　以下の決定が行われましたのでご報告いたします。

○約束組手について

1）蹴りの後にヘチョマッキを入れる部分をヘチョマッキ無しとし、以前のものに戻す

2）イルボマッソギの反撃は一打で行うこと。（確認事項）

3）イルボマッソギの準備姿勢はナラニソギから攻撃、防御を行うこと。

【議題として挙がった事項】

　以下のことが議題、検討の対象となりましたのでご報告いたします。

○議題1：前年度の会計報告　（報告者：岸）

○議題2：5/10～11　ポールヴァイラー氏からの韓国セミナーについて　（報告者：金理事長）
主催：マスターラン師聖、ポールヴァイラー師賢、キンポンソク師範
　現状では韓国のキンポンソク師範の回答が不明確なため、国内向けの要項が出せない状況。様子をみて、実現性があれば要項を作成、公開する。
　またその際に昇段審査が可能となる場合の対象者として以下の名前が挙がりました。

佐々木副師範（大阪）

小山副師範（東京）

上記2名は待機期間を満たしているため、他の条件を満たした場合は韓国での昇段審査の準備をするものとする。

○議題3：アジアの情勢　（報告者：金理事長）
　アジア連盟会長であり、現在の日本の混乱の原因となったアルフレッド・ユー氏が今年に入り辞任したとの報告がありました。
　しかしこの件に関しても公式の連絡ではなく、ウズベキスタンのハン師範からの連絡が頼りということで、まだ不明確な点がある。

　我々としては昨年より行っている本国AAへの不当行為の処分をITFHQに求めていて、近日中に結果が出るという報告を受けているが、このアジア連盟の現状と合わせて、ジャマイカのワールドカップ前には明確な回答を求めていくものとする。
○議題4：AAの上層部である土田氏の裁判について　（報告者：北澤監事）
　決着として損害賠償金として30万円を我々側に支払い、またブログ内での謝罪文を載せることで合意。
　余談として土田氏は今回の裁判費用、損害賠償金の合計として100万円近い費用が発生していることを確認。

○議題5：協会でのグッズ販売について　（提案者：金理事長）
　教本などを作る案も出たが、現状は都道府県連盟単位が好ましいのではという話で収まる。

○議題6：ホシンスルについて　（提案者：金理事長）
　現状のホシンスルを今後、打撃も含めた分かりやすいものを作る予定。（金師範）
　現状は変更無しで運営すること。ただし臨機応変に打撃を組み入れても良い。
○議題7：協会HPリニューアル　（報告者：岸）
　4月末に協会のHPをリニューアルする作業を進めています。

　各種フォームやオフィシャルルールなどの有益な情報を共有できるよう、使い勝手の良いHPに仕上げる。

○議題8：各地域の活動報告
【東京】
試合が盛り上がらないのが悩み。試合は東京都大会を年に1回のみ。今年から合同練習会を定期的に行い、会員の技術と意識の向上に努める。
【関西】

試合は関西大会と、昨年から始まった関西チャレンジカップ。保護者からは試合の要望があるので向上心が高い。
【浜松】
6月から少年部をスタート。今はごく少数。静岡大学が路線が違うように感じている。道場とのコラボができない状態。
【中部】
愛知では一宮が去年大きく会員を増やして、一番盛り上がっている。
岐阜と三重は岸が石川への指導に力を注いだため若干の会員減少が見られる。

石川は4月から運営を石川の人に預け、うまく回せそうな状態。

今年は岐阜と三重の盛り返しを図る。

議題9：学生への援助について　（提案者：岸）

今年から学生連盟として3月に各大学の主将を集めて練習会+宴会を企画している。

新入生が入ってくるこの時期に協会から援助金を出せないか？

デザインなどは岸が用意済み。

結論：とりあえず学生の希望を聞いて、その後判断する。

議題10：師範以上に対しての慶弔金について　（提案者：金理事長）

師範以上に対して慶弔金の枠を設ける検討をする。

結論：都道府県連単位で行うこと。会長と協会の名前を使うことはOKとする。
議題11：年間行事予定
3/30　東京都大会

4/27　関西大会

6/8　新人戦

秋口　大阪大会　
11/16　東海大会　
12/14　全日本大会（予定）
議題12：協会としての共通の目的・ヴィジョンの設定　（提案者：岸）
協会として目指すところを設定して、共通の意識をもてないか。

結論：やれる人間単位で行う。協会としては設定する必要が無い。

